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 新潟市、特に西区を地元新潟の人たち、また県外、海外の人たちに知って頂

くための取組みを行ったらどうだろうか。まずは部会委員や大学生などによる

アイデア抽出のワークショップを実施してはいかがだろうか。 

 

１．既存の新潟市西区の案内や資料を充実させる 

 新潟県や自治体の出版物、観光案内地図に紹介されている“新潟市西区の姿”

が十分かどうか洗出しを行い、必要なものは盛り込んでもらう活動を行う。 

 

（例１）新潟市案内マップ 

・西区の写真が２件だけ！（面積、人口からして少ないのでは？） 

・新潟国際情報大学が未記載（学生数が多い区であることを PR したい） 

・地元企業が未掲載（地元赤塚の大根を使用した漬物などは PR したい） 

 ＊ 旧赤塚村近辺の記述が寂しい。掲載すべきものがもっとあるのではないか 

 

（例２）“新潟県のすがた” 

新潟市西区として満足できる内容だろうか。盛り込む（PR したい）ことは 

他にないだろうか？ http://www.pref.niigata.lg.jp/kouhou/1356810059695.html 

 

（例３）JR 東日本・新潟駅～JR 越後線～越後赤塚駅における案内板等 

JR 越後線を利用する人から、佐潟、御手洗潟の案内が目に入らない。 

（どこを見ればいいのか、パンフレットはどこにあるのか、自転車？） 

 

２．新潟市西区を PR する新たな事業を行う 

 未だ魅力を十分に PR していないもの（ところ）に焦点をあて、世界に発信 

する活動を行う。 

 

（例１）佐潟のパンフレットの外国語版を作成する 

 現行の日本語版、英語版に加え、中国語版、韓国語版、ロシア語版を 

新たに作成する（Web や海外に留学する学生を通じて世界に PR する）。 

 

(例２)『日本一長い新潟砂丘』の観光開発に向けて検討を開始する 

   例えば、上潟堰から佐潟、御手洗潟、そして日本海に至る新潟砂丘 

（新砂丘列Ⅰ-Ⅱ-Ⅲ）を横断する散策ルートには見どころが一杯ある。 

   まずは赤塚観光ガイドの１ルートとして追加可能か検討してはどうか。 

（以上） 


